
企
部
古
蹟
恋
巻
九

渡
り
、
愛
に
住
居
せ
し
た
る
ぺ
し
。
又
云
ふ
共
の
後
此
の
地
に
亭
を

遺
作
命
ぜ
ら
れ
、
貞
享
の
頃
ま
で
も
、
此
の
亭
を
ぽ
江
戸
町
の
亭
と

唱
へ
た
り
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
守
る
民
、
貞
享
の
後
は
江
戸
町
の

奮
稽
も
絶
え
た
り
け
ん
。
年
譜
等
に
‘
蓮
池
の
御
亭
或
は
蓮
池
御
屋

敷
或
は
蓮
池
之
御
殿
な
E
L
あ
り
て
、
駿
務
の
際
ま
で
蓮
池
と
の
み

呼
べ
り
。

。
故
作
事
所

共
の
替
地
は
‘
即
ち
江
戸
町
の
地
た
り
。
此
の
地
に
作
事
所
を
置
か

れ
た
る
は
‘
利
常
卿
菟
後
た
り
。
菅
家
見
開
銀
に
、
高
治
二
年
七
月

作
事
所
を
臭
村
河
内
屋
敷
前
の
明
屋
敷
へ
被
昌
移
建
一
今
の
蓮
池
上
の

御
亭
地
是
也
。
と
見
h
、
年
代
摘
要
に
も
‘
高
治
二
年
御
作
事
所
を

奥
村
河
内
門
前
明
地
に
僕
建
、
今
本
作
事
と
云
ふ
。
尻
垂
坂
の
高

也
。
と
あ
り
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
延
貧
凶
年
九
月
の

萄
紀
に
、
故
作
事
所
に
座
敷
を
建
て
さ
せ
ら
る
L
事
見
ゆ
れ
ば
、
蓮

池
亭
新
建
の
時
、
作
事
所
を
宮
地
へ
復
し
た
る
た
る
べ
し
。
庚
坂
の

奮
名
を
故
作
事
坂
と
呼
び
た
る
も
、
作
事
所
の
窓
越
な
り
し
故
な
り

と
い
へ
り
。

下
に
掲
げ
た
る
延
賃
金
津
闘
に
‘
作
事
所
と
記
載
有
v
之
地
を
蓮
池
と

八

止

す

公

τ品
開

私

b
再

b
n
 

務

も
江
戸
町
と
も
呼
ぺ
り
。
又
奥
村
伊
強
・
横
山
方
近
・
横
山
左
衛
門
等

の
居
第
と
の
聞
の
往
来
は
.
文
政
三
年
ま
で
存
在
せ
し
か
ど
.
奥
村

氏
以
下
緒
士
の
第
地
は
、
平
〈
部
地
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
右
奥
村
・
横

山
等
の
第
地
は
、
元
和
六
年
K
賜
は
り
‘
元
総
丸
年
に
‘
松
雲
公
の

命
に
依
っ
て
、
悉
く
此
の
地
を
退
去
し
‘
共
の
後
丸
十
六
年
窓
闘
の

地
と
成
り
居
た
る
を
‘
寛
政
三
年
に
串
校
を
興
越
せ
ら
れ
‘
文
政
五

年
感
校
を
堂
形
前
へ
移
さ
れ
‘
蓮
池
と
の
境
な
る
往
来
遊
を
慶
し
、

一
回
の
地
と
た
す
。
今
公
園
の
地
是
な
り
。

。
謹

事

池

此
の
亭
は
‘
江
戸
町
故
作
事
所
の
地
跡
た
る
が
故
に
‘
江
戸
町
御
亭

と
も
呼
ぺ
り
と
。
叉
奮
藩
中
は
、
蓮
池
の
御
庭
と
も
精
し
、
落
公
の

遊
歩
所
と
た
し
置
か
れ
た
り
。
此
の
地
に
亭
を
創
立
命
ぜ
ら
れ
し
年

暦
は
、
未
だ
奮
記
に
所
見
た
き
ゅ
ゑ
鮮
か
た
ら
宇
。
按
宇
る
に
、
岡
漣

政
巳
筆
記
に
、
寛
文
五
年
伊
柏
駅
園
西
僚
の
城
主
一
柳
監
物
直
興
所
領

を
波
牧
せ
ら
れ
、
加
州
務
へ
預
け
ら
る
。
則
ち
金
滞
木
新
保
に
縮
所

を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
居
所
治
築
中
、
披
外
蓮
池
の
亭
へ
入
れ
置
か
る

と
あ
り
。
さ
れ
ば
寛
文
の
頃
、
阪
に
此
の
地
に
離
亭
を
建
て
置
か
れ

た
る
事
い
ち
じ
る
し
。
菅
家
見
聞
集
に
‘
故
作
事
所
は
蓮
池
上
の
御

金
・
滞
古
蹟
志
巻
丸

事
是
な
り
と
見
b
た
り
。
さ
て
此
の
後
、
此
の
地
に
殿
閣
を
鎗
替
せ

ら
れ
‘
露
地
を
治
り
、
数
奇
屋
な
ど
を
遊
ら
し
め
給
ふ
と
見
h
て
、
年

代
摘
嬰
K
.
延
貧
凶
年
蓮
池
上
御
屋
敷
御
殿
建
っ
と
見
b
、
菅
家
見

聞
集
に
‘
延
賀
凶
年
丸
月
故
作
事
所
に
御
戯
敷
御
法
皆
、
金
子
安
左

衛
門
・
中
村
兵
左
衛
門
事
-
-
行
之
-
と
あ
り
。
三
州
志
来
悶
概
覧
附
録
に

云
ふ
。
蓮
池
亭
は
、
延
質
問
年
九
月
の
奮
記
に
.
故
作
事
所
に
座
敷
を

建
て
さ
せ
ら
る
と
あ
れ
ば
、
是
卸
ち
亭
を
作
る
起
本
た
る
か
。
共
の

後
貞
享
の
頃
ま
で
も
、
江
戸
町
，
亭
と
之
を
唱
へ
し
た
り
。
何
れ
の
頃

止
り
蓮
池
亭
と
唱
ふ
る
に
や
。
此
の
本
質
腐
の
火
に
椴
り
、
奮
記
も

焼
失
せ
し
ゅ
ゑ
静
か
友
ら
・
?
と
云
ふ
。
今
存
す
る
海
見
亭
・
高
，
亭
・

内
橋
事
・
舟
，
亭
の
四
亭
は
.
後
年
の
港
管
た
り
と
い
へ
り
。
叉
同
著

の
蓮
池
考
に
も
.
蓮
池
御
殿
は
、
延
貧
困
年
丸
月
の
奮
簿
K
.
故
作

事
所
に
御
座
敷
建
て
さ
せ
ら
る
。
共
の
時
奉
行
金
子
安
左
衛
門
・
中

村
兵
左
衛
門
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
今
の
作
事
所
の
地
の
作
事
所
と

な
る
は
曹
此
の
時
蓮
池
に
御
座
敷
等
治
替
に
付
き
‘
持
地
を
命
ぜ
ら

れ
た
る
た
り
と
思
は
る
。
回
定
印
ち
此
の
蓮
池
に
治
戯
曲
を
命
ぜ
ら
れ
た

る
起
本
に
し

τ、
是
を
後
に
御
殿
と
も
稀
せ
し
・
な
る
ぺ
し
‘
共
の
頃
は

未
だ
何
事
も
質
素
の
時
節
た
る
故
に
御
座
敷
と
唱
で
又
貞
享
の
頃

丸




